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授業のねらい 

現在の子どもたちはテレビやアニメ、マンガなど、映像を見ながら育ってきた。

見るという受け身から作るという制作者側の立場になることで、表現の楽しさ面白さを実感し、映像表現をより理解できることをねらいとする。

今回は、その手法としてビデオカメラで撮影した動画をコンピュータ等で編集するのでは無く、デジタルカメラで撮影した写真等と静止画オーサリングソフト（注1）を使って簡易動画を作る。短時間で制作過程を体験し、映像制作の基礎基本をしっかり押さえつつ視覚効果や映像表現の基礎基本を学習し、前後２回制作することで、映像に対する理解の深化と定着を目指す。

また、他の子どもたちの発表を通じて、他者の表現手法に気づきながら、意志の伝達というコミュニケーションについても学ぶことも重要である。そして映像メディアが持つ特性・技法の理解をより深め、メディアが送り出す情報を積極的に読み解くメディアリテラシーの資質も育成することもねらいとする。

注1：Photo Story３（マイクロソフト社製フリーソフト）
授業概要    全３時限（４５分×３）
	項 目
	内      容

	授業内容

１日目

１時限目
	(1)導入：映像概論

(2)フォトストーリー制作の概略説明

(3)撮影

授業の流れ
(1)導入：映像概論

・制作の流れ
・スタッフの種類と編成

・撮影の基礎（ショット、アングル等）

・編集の基礎

・音楽付け（ナレーションは無し）

・絵コンテ制作の基本（コンセプトワークについて）

(2)フォーとストーリーの概略説明

・作品例を見せる

・その作品を作った経緯を説明

・取り込み、スーパー入れ、時間設定、カット効果

・音楽の選び方、動画ファイル出力方法
・音楽等の著作権を説明

(3)撮影

・学校紹介のテーマで制作の為、校内でデジタルスチールカメラで

写真撮影（素材収集）



	２時限目
	(1) フォトストーリーを使って制作
(2) 作品鑑賞会①

(3) 次回の準備物の説明
授業の流れ
(1) フォトストーリーを使って制作：撮影した写真を選びながら構成する

【映像制作】

・静止画を取り込む
・画角を決定

・スーパーを入れる
・アニメーション効果を決定

・カットの効果を決定する

・音楽を選ぶ

・プレビューする

・動画ファイルを作成

・完成

(2)作品をお互いに評価
・出来上がった作品を相互評価

(3)次回の準備物の説明

・自己紹介ＣＭ１５秒の絵コン画を制作

・絵コンテに沿って写真（イラスト）を用意する

	２日目

(１週間後)

１時限目
	【３時限目】２日目（約１週間後）

(1)フォトストーリーを使って制作
(2) 作品鑑賞会②

(3) 全体のまとめ

授業の流れ
(1)「自己紹介ＣＭ１５秒」をフォトストーリーを使って制作する

(2)作品をお互いに評価
・児童が作品をお互いに評価しあう

(3)全体のまとめ
・今回の授業を通しての感想。

・作品に対する講師の感想。

・映像制作を仕事とする場合どういう能力を伸ばしていくべきか。

映像理論の理解はもちろん企画力、実行力をつける事が重要であることを解説。

全体のまとめとする。


使用教材　
	教材名
	内　容
	仕様

	マイクロソフト 
Photo Story３
	静止画オーサリングソフト

http://www.microsoft.com/japan/windowsxp/using/
digitalphotography/photostory/default.mspx

	Windows XPで動作

	講義用資料

パワーポイント
	映像制作の概略、映像製作工程概略、映像理論の基礎、授業のポイント
	パワーポイント

	ワークシート
	絵コンテ作成シート
	ワード

	サンプル作品
	フォトストーリーで制作した動画作品
	WMV


授業に必要な環境　
	機器・装置名
	数量
	内　容

	PC
	30台(注2)
	PentiumⅣ　300MHz　RAM512MB  OS：Windows XP

	デジタルスチール
カメラ
	10台
	写真撮影用


※注2：生徒数分
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